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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

農政局だより

＠ひょうご

平成３０年７月豪雨による災害で亡くなられた方のご冥福をお祈り申し上げると共に、被災され
た全ての方々に心からお見舞い申し上げます。
兵庫県においても、７月４日から８日にかけて降った大雨により、水稲、大豆など農作物、農地、

農業施設など広範囲にわたり被害が発生しました。
兵庫県内では、９市６町（※）に災害救助法が適用されました。
農林水産省では、今後も、被害状況を調査・把握するとともに、各関係機関と連携し、状況に応

じて必要な対策を検討していきます。

※ 災害救助法適用（兵庫県内９市６町）：豊岡市、篠山市、朝来市、宍粟市、上郡町、香美町、姫路市、西脇市、丹波市、多可町、
佐用町、養父市、たつの市、市川町、神河町

台風７号及び前線等に伴う大雨による被害

【冠水被害を受けた大豆】【土砂流入した水田】 【冠水被害を受けたトマトハウス】

◆農研機構は、地方公共団体等の関係者、生産者の皆様からの技術的相談に対応するため、大
雨被害に関する技術相談窓口を設置しています。ご相談のある方は、西日本農業研究センター
企画部産学連携室（電話: ０８４－９２３－５２３１、 E-mail:w-renkei@ml.affrc.go.jp ）に
お問い合わせ下さい。
詳しくは http://www.naro.affrc.go.jp/other/laboratory/naro/081591.html

◆農業経営の維持安定に必要な資金として、日本政策金融公庫の「農林漁業セーフティネット
資金」の利用が可能です。貸付条件等の詳細については、最寄りの日本政策金融公庫の支店に
お問い合わせ下さい。
（兵庫県内のお問い合わせ先：日本政策金融公庫 神戸支店 電話：０７８－３６２－８４５１）
詳しくは 日本政策金融公庫ＨＰ https://www.jfc.go.jp/n/finance/saftynet/saigai.html

農水省ＨＰ http://www.maff.go.jp/j/keiei/kinyu/pdf/snpr.pdf

◆共済金は、農作物、ハウス、家畜に被害を受けた旨を連絡していただいた上で、支払われま
す。農業共済に加入されている方は、お近くの農業共済組合まで忘れずにご連絡下さい。
また、災害救助法が適用された市町がある兵庫県の農業共済組合等では、水稲共済、畑作物

共済のうち大豆・ばれいしょ、果樹共済、家畜共済、園芸施設共済の「掛金の払込期限」を、
平成３０年１０月３１日（大豆は平成３０年８月３１日）まで延長しています。
詳しくは https://www.facebook.com/nogyokeiei/posts/2051711741570696



http://www.maff.go.jp/kinki/press/tiiki/hyogo/180710.html詳しくは

兵庫県拠点では、小学生を対象に夏休み子ども見学デーを開催します。
ご来場いただいた方々には、日本の食料自給率の向上や農山漁村の役割・大切さについて、

知り・体験することで、農林水産業を身近に感じて学んでいただけます。
また、神戸地方合同庁舎内等の国の行政機関・独立行政法人等の各機関の仕事についても

紹介します。夏休みの「自由研究」の題材にしてみませんか？

平成３０年８月２日（木）１０：００～１６：００
８月３日（金）１０：００～１５：００

神戸地方合同庁舎 １階 第３・第４共用会議室
（神戸市中央区海岸通２９）
★ 会場へは南側（駐車場側）入口よりご来場下さい。
なお、合同庁舎敷地内には一般の方の駐車スペースはございませんので、
お車でご来場されます場合は、近隣の民間有料駐車場等をご利用下さい。

☆スタンプラリー
☆スマートボールで食料自給率について学ぼう！
☆「米調査」のしくみ
☆わかるかな？正しい食品表示
☆釣りゲームで農林水産業を知ろう！
☆「クンくん」がやって来るよ！
☆パネル展示
☆魚とふれあおう！

近畿農政局 兵庫県拠点（担当：井門・高井） 電話：０７８－３３１－９９４１

各協力機関のブースでいろいろな
分野について楽しく学べます！

第３会議室
～時間割～

8月２日（木）
○１１時～１２時 環境省神戸自然保護官事務所

折り紙・工作
○１３時～１５時 神戸植物防疫所

子ども植物防疫官体験
○１５時３０分～１６時 近畿財務局神戸財務事務所

ＤＶＤ視聴（１００万円あったらどうする？）
おこづかい帳の記録体験

８月３日（金）
○１０時～１２時 神戸植物防疫所

子ども植物防疫官体験
○１３時～１３時３０分 近畿財務局神戸財務事務所

ＤＶＤ視聴（１００万円あったらどうする？）
おこづかい帳の記録体験

催しものは時間に
よって変わります！

常設展示コーナーです！

第４会議室
～常設～

※ 開催内容は現段階のものであり、
今後変更する場合もあります。



農作業中の熱中症による死亡者
数は、毎年２０人前後で推移して
おり、屋外作業やビニールハウス
内での作業中等に集中して発生し
ています。
周囲で協力して声をかけあい、

こまめに水分と塩分の補給や休憩
を行いましょう。

詳しくは

オンライン研修「これから始めるGAP」を開設しました

７月号に掲載予定の「キラリ現場にて」は、平成３０年７月豪雨関連記事の掲載のため、
８月号にてご紹介します。

お知らせ

農林水産省は、多くの方にＧＡＰについて
知っていただくきっかけとなるよう、ＧＡＰ
の基礎を無料で学べる、オンライン研修「こ
れから始めるＧＡＰ」を開設しました。
オンライン研修は、解説ページと理解度確

認テストで構成されています。
ＧＡＰについての理解を深めるためにまず

解説ページをお読みいただき、その後に理解
度確認テストを受けていただく構成になって
います。
理解度確認テストを修了すれば、修了証を

ダウンロードすることができます。
このテストの修了証は、環境保全型農業直

接支払交付金の支援対象者が提出する、国際水準GAPに関する研修等を受講したことを証明す
る書類として使うことができます。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/online_kensyu.html
※ ＧＡＰ：Good Agricultural Practice（農業生産工程管理）

理解度確認テストは４
種類、各１５問です。
どの理解度確認テスト

でも、合格すると「修了
証」が発行されます。

詳しくは

http://www.hitosuzumi.jp/special/agri

「新・農業人ハンドブック２０１８」発行のお知らせ
農林水産省は、「農業をやってみたいけど、誰に相談したらいいか分か

らない」、「どんな支援策があるのかな」こんな疑問をお持ちの方向けに、
『新・農業人ハンドブック2018』を発行しました。
就農相談窓口や就農体験（インターンシップ）等の情報、研修中に受け

られる資金の情報、就農開始直後に受けられる資金や無利子融資等の情報、
経営確立後のリスクに備える収入保険や補助金の情報など、それぞれのス
テージ別に活用可能な情報を掲載していますのでご利用下さい！
http://www.maff.go.jp/j/new_farmer/attach/pdf/index-10.pdf



地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

農業データ連動基盤に関する全国ブロック説明会を開催します

このたびの豪雨で被害を受けた皆様に心よりお見舞い申し上げます。
一日でも早く復興できることをお祈り致します。（Ｔ）

〒650-0024 神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎
TEL:078-331-5924 FAX：078-331-5177 email:hyogo28_hsatt@kinki.maff.go.jp

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事
官ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

農林水産省では、内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）を活用し、産学
官連携の下、農業ＩＣＴ推進に向けた環境整備として、さまざまなデータの連携・共有・提供
機能を有する「農業データ連携基盤」の構築に取り組んでいます。平成３１年４月の本格稼働
の開始に向けて、提供するデータやサービスの充実を図るため、説明会を開催します。

ＧＡＰの実施は、生産管理の向上、効率性の向上、農業者自身や従業員の
経営意識の向上につながるといった効果があり、農業人材の育成、日本の農
業の競争力強化にも有効となります。

ＧＡＰ実施の意義

次回は「食品事故の現状とＧＡＰによる未然防止」をお届けします！

＜食品安全＞

包装資材のそばに灯
油など汚染の原因と
なるものを置かない

堆肥置き場や調整
施設では、専用の
履物を準備する

＜環境保全＞

廃棄物を農場
に放置しない

農薬空容器は
分別して処分

＜労働安全＞

危険な作業はスイッチを
止めてから行う
（巻き込まれ防止）

危険箇所の
掲示をする

＜人権保護＞

家族経営協定の締結、
技能実習生の適切な労働条件の確保

＜農場経営管理＞

責任者の配置、
教育訓練の実施、内部点検の実施

＜その他＞

商品回収テストの実施、
資材仕入先の評価

ＧＡＰ実施（例）

右表は、ＧＡＰを実施したことによる経営改善効果に
ついて、「改善した」と回答した者の割合です。
表からも、経営改善効果が得られていることがわかり

ます。
※ 平成２５年１月（独）農業・食品産業技術総合研究
機構による「ＧＡＰ導入による経営改善効果に関するア
ンケート調査結果」を基に農林水産省が作成。 44％

46％

54％

56％

70％

品質（等級・規格）の向上

生産・販売計画の立てやすさ

資材の不良在庫の削減

販売先への信頼（営業のしやすさ）

従業員の自主性の向上

農場内を点検 → 課題や問題点を見つける → 改善

開催日時：平成３０年８月３日（金）１３：３０～１５：３０
開催場所：近畿農政局第１会議室（京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町）
内容：①農業データ連携基盤②スマート農業の展開③農業データ連携基盤実証プロジェクト
申込は先着順となります。７月３１日（火）までにお申し込み下さい。
詳しくは http://www.maff.go.jp/kinki/seisaku/kihon/siken/nougyoude-tarennkeikiban.html


